
常任委員会審査報告S t a n d i n g  c o m m i t t e e

【
常
任
委
員
会
】

平
成
29
年
度
合
志
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
分
科
会
】

平
成
29
年
度
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算

平
成
28
年
度
合
志
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

委員長
委　員
委　員

副委員長
委　員
委　員

西嶌　隆博
濱口　正曉
大住　清昭

来海　恵子
濱元幸一郎
青山　隆幸

平
成
28
年
度
合
志
市
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

平
成
28
年
度
合
志
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

問
　
合
志
市
の
非
常
勤
専
門
職
の
賃
金

は
安
い
た
め
、
募
集
し
て
も
人
が
来
な

い
の
で
は
な
い
か
。
必
要
な
人
員
に
は

賃
金
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
　
近
隣
の
状
況
を
確
認
し
、
格
差
が

あ
れ
ば
人
事
部
局
と
も
協
議
し
て
い
き
た

い
。

【
反
対
討
論
】
法
定
外
繰
り
入
れ
を
行

い
、
積
み
立
て
ら
れ
た
４
億
１
千
万
円

の
基
金
を
活
用
し
、
保
険
税
の
引
き
下

げ
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
た

め
反
対
で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】
国
保
財
政
が
厳
し
い
時

に
使
う
基
金
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
賛

成
で
あ
る
。

【
反
対
討
論
】
国
庫
負
担
の
割
合
を
増

や
し
て
安
心
し
て
介
護
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
な
制
度
設
計
を
進
め
て
い
く
べ
き

だ
と
思
う
の
で
反
対
で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】
保
険
料
は
、
所
得
に
応

じ
て
11
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、
低
所

得
者
の
方
へ
の
軽
減
も
あ
る
。
ま
た
、

本
市
は
要
支
援
の
方
に
も
独
自
の
施
策

も
し
っ
か
り
と
や
っ
て
き
て
い
る
の
で

賛
成
で
あ
る
。

問
　
後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
証
明
書

の
発
行
件
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
　
熊
本
県
内
で
は
資
格
証
明
書
は
発

行
し
て
い
な
い
。
短
期
保
険
証
を
20
人

程
度
発
行
し
て
い
る
。

（
子
育
て
支
援
課
）

問
　
西
合
志
東
小
第
５
・
第
６
学
童
ク

ラ
ブ
室
整
備
に
伴
い
、
子
ど
も
達
へ
の

安
全
性
の
確
保
は
。

答
　
子
ど
も
達
の
安
心
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
関
係
す
る
機
関
と
協
議
を
行

い
、
学
校
敷
地
と
一
体
と
な
る
よ
う
道

路
の
付
け
替
え
を
行
う
な
ど
、
安
全
性

に
配
慮
し
た
建
築
・
運
営
を
行
う
。

（
高
齢
者
支
援
課
）

問
　
み
ど
り
館
の
太
陽
光
設
備
の
修
繕

が
必
要
と
の
こ
と
だ
が
、
月
に
ど
れ
く

ら
い
の
発
電
が
あ
り
投
資
額
は
ど
れ
く

ら
い
で
回
収
で
き
る
の
か
。

答
　
月
額
で
３
万
円
程
度
の
発
電
料
な

の
で
、
年
間
約
30
万
円
程
度
と
す
る
と
、

６
〜
７
年
で
投
資
額
は
回
収
で
き
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

（
福
祉
課
関
係
）

問
　
稼
動
年
齢
層
や
若
い
世
代
の
生
活

保
護
受
給
世
帯
が
増
加
傾
向
で
あ
る
が
、

保
護
費
を
受
給
せ
ざ
る
を
得
な
い
理
由

は
。

答
　
１
番
若
い
世
帯
で
保
護
を
受
け
て

い
る
世
帯
は
18
歳
の
単
身
世
帯
で
あ
る
。

稼
動
年
齢
層
が
生
活
保
護
費
を
受
給
せ

ざ
る
を
得
な
い
理
由
と
し
て
は
傷
病
等

に
よ
り
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
ま
た

解
雇
さ
れ
た
等
の
理
由
で
保
護
申
請
に

至
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

（
女
性
・
子
ど
も
支
援
室
関
係
）

問
　
女
性
の
再
就
職
・
復
職
を
後
押
し

す
る
支
援
と
し
て
、
自
立
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
催
し
、
６
人
が
受
講
さ
れ
た

と
成
果
が
あ
が
っ
て
い
る
が
、
実
際
何

人
の
方
が
就
労
に
つ
な
が
っ
た
の
か
。

答
　
６
人
中
５
人
の
方
が
就
労
に
つ
な

が
っ
た
。

（
子
育
て
支
援
課
）

問
　
就
学
前
の
待
機
児
童
解
消
の
た
め

の
今
後
の
対
応
は
。

答
　
本
年
度
は
、
新
築
移
転
に
伴
う
30

人
の
定
員
増
で
１
園
整
備
中
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
認
可
保
育
園
連
盟
に
老
朽

化
の
建
て
替
え
に
伴
う
定
員
増
や
第
２

園
の
建
築
を
打
診
し
て
い
る
。
ま
た
、

企
業
主
導
型
保
育
事
業
に
着
手
し
た
い

と
の
相
談
も
あ
り
、
地
域
枠
も
設
け
ら

れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
待
機
児
童
の
解

消
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

（
高
齢
者
支
援
課
）

問
　
後
期
高
齢
者
の
健
診
受
診
率
は
ど

の
く
ら
い
な
の
か
。

答
　
平
成
28
年
度
の
受
診
者
は
健
康
診

査
が
9
5
5
人
、
人
間
ド
ッ
ク
は

1
0
2
人
で
対
象
者
が
5
，
8
6
0
人

の
た
め
、
全
体
の
18
％
に
な
る
。
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平
成
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年
度
合
志
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
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【
審
議
日
程
】

【
総
括
質
疑
】

実
質
収
支
（
不
用
額
）
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て

予算決算常任委員会報告 委員長
委員構成

副委員長坂本　武人
議長を除く全議員

池永　幸生

市
バ
ス
の
維
持
管
理
事
業
に
つ
い
て

生
涯
学
習
講
座
開
催
事
業
に
つ
い
て

養
生
園
施
設
整
備
負
担
金
事
業
に

つ
い
て

●
平
成
29
年
８
月
31
日
（
木
）
　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
全
体
会
）

質
疑
及
び
分
科
会
（
総
務
分
科
会
、
文

教
経
済
分
科
会
、
健
康
福
祉
分
科
会
）

を
設
置
し
付
託
事
件
の
審
査
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

●
平
成
29
年
９
月
１
日
（
金
）
か
ら
９

月
６
日
（
水
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
各
分
科
会
）
３
分
科
会
に
よ
る
審
査

を
行
っ
た
。

●
平
成
29
年
９
月
11
日
（
月
）
予
算
決

算
常
任
委
員
会
（
全
体
会
）
分
科
会
長

報
告
、
自
由
討
議
に
よ
り
分
科
会
長
報

告
に
対
す
る
質
疑
及
び
総
括
質
疑
事
項

の
選
定
を
行
っ
た
。

●
平
成
29
年
９
月
14
日
（
木
）
予
算
決

算
常
任
委
員
会
（
全
体
会
）

総
括
質
疑
・
討
論
・
表
決

※
な
お
今
委
員
会
に
お
い
て
は
、
初
め

て
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
対
象
に
決
算

審
議
し
、
具
体
的
な
事
務
事
業
に
つ
い

て
総
括
質
疑
を
行
っ
た
。

問
　
①
不
用
額
増
加
の
要
因
分
析
及
び

予
算
の
適
正
執
行
の
認
識

②
低
執
行
率
事
業
の
決
算
時
に
お
け
る

議
会
へ
の
説
明
に
係
る
、
一
律
基
準
の

必
要
性
の
確
認

③
実
質
収
支
額
繰
り
入
れ
に
お
け
る
、

基
金
の
特
定
目
的
化
の
有
効
性
及
び
健

全
性
の
有
無
の
確
認

答
　
不
用
額
の
割
合
が
上
昇
し
た
要
因

に
つ
い
て
は
、
福
祉
分
野
の
保
育
事
業

等
の
通
常
事
業
の
他
、
熊
本
地
震
に
よ

る
給
付
・
補
助
事
業
が
増
加
し
て
お
り
、

い
ず
れ
も
特
有
な
事
情
で
減
額
判
断
が

困
難
で
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
予
算

計
上
・
執
行
の
適
正
を
求
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
議
会
審
査
に
際
し
て
は
、

執
行
率
に
基
準
を
設
け
、
一
律
説
明
を

行
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
実
質

収
支
額
の
う
ち
規
定
に
よ
る
基
金
へ
の

繰
入
に
関
し
て
は
、
公
共
施
設
総
合
管

理
計
画
を
も
と
に
各
施
設
へ
の
充
当
が

必
要
な
た
め
、
目
的
基
金
（
公
共
施
設

整
備
基
金
等
）
へ
の
積
立
も
有
効
だ
と

認
識
し
て
い
る
の
で
検
討
し
た
い
。

問
　
①
当
該
事
業
の
28
年
度
実
績
、
近

年
傾
向
及
び
行
政
評
価
に
お
い
て
、
低

貢
献
度
に
留
ま
る
要
因
の
確
認

②
前
述
の
①
及
び
バ
ス
の
更
新
等
の
要

素
も
踏
ま
え
、
本
事
業
の
検
証
・
総
括

並
び
に
見
直
し
の
必
要
性
の
認
識
の
有

無答
　
市
バ
ス
の
維
持
管
理
事
業
に
つ
い

て
、
貢
献
度
評
価
が
28
年
度
低
か
っ
た

要
因
は
、
熊
本
地
震
の
影
響
に
よ
る
も

の
だ
と
考
え
る
が
、
近
年
傾
向
と
し
て

も
少
し
ず
つ
利
用
減
少
の
状
況
に
あ
る
。

今
後
に
関
し
て
は
、
２
台
の
バ
ス
の
使

用
が
可
能
な
限
り
存
続
を
す
る
一
方
、

利
用
減
少
や
バ
ス
の
更
新
に
鑑
み
、
方

向
性
を
決
め
て
い
く
時
期
に
も
来
て
い

る
。
事
業
縮
小
を
検
討
す
る
場
合
は
、

利
用
者
へ
の
説
明
及
び
理
解
を
得
て
い

く
作
業
が
必
要
と
考
え
る
。

問
　
①
貢
献
度
評
価
に
お
い
て
成
果
実

績
の
低
下
要
因
及
び
近
年
傾
向
の
確
認

②
熊
本
地
震
か
ら
の
施
設
復
旧
に
際
し
、

他
所
管
の
類
似
事
業
と
の
合
理
化
の
有

効
性
及
び
必
要
性
の
有
無
の
確
認

答
　
本
事
業
の
成
果
実
績
低
下
の
要
因

は
、
熊
本
地
震
発
災
に
よ
り
、
28
年
度

後
期
の
み
の
開
催
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
が
、
そ
れ
以
前
の
傾
向
と
し
て
は
、

利
用
は
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今

後
は
、
他
部
署
所
管
の
講
座
の
中
で

「
対
象
」
「
意
図
」
な
ど
生
涯
学
習
講

座
開
催
の
目
的
と
合
致
す
る
講
座
が
あ

れ
ば
、
統
合
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
が
有
効
な
場
合
、
類
似
す
る
事
業
の

合
理
化
も
必
要
と
考
え
る
。

　問
　
①
行
政
評
価
に
お
い
て
低
貢
献
度

に
留
ま
る
要
因
及
び
近
年
傾
向
の
確
認

②
28
年
度
の
養
生
園
利
用
実
績
（
合
志

市
）
と
近
年
傾
向
の
確
認

③
今
後
の
利
用
促
進
に
向
け
た
対
応
策

の
有
無
の
確
認

④
負
担
金
割
合
の
傾
向
予
測
及
び
算
出

基
準
の
妥
当
性
の
認
識

答
　
養
生
園
の
28
年
度
利
用
実
績
は
、

外
来
受
診
で
述
べ
４
9
2
0
人
、
う
ち

合
志
市
民
は
1
9
4
人
、
特
定
健
診
等
、

一
般
診
療
以
外
の
総
数
は
2
万

8
5
9
6
人
で
、
う
ち
合
志
市
民
は

7
3
6
2
人
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
傾

向
と
し
て
は
、
外
来
・
健
診
受
診
共
に

受
診
者
総
数
は
伸
び
て
い
る
が
、
合
志

市
民
の
受
診
者
数
は
横
ば
い
の
状
況
で

あ
る
。

　
利
用
促
進
策
と
し
て
、
健
診
未
受
診

者
対
策
等
を
検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
に
加
え
、

病
院
受
診
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
方
へ

組
合
と
の
連
携
に
よ
る
訪
問
指
導
を
行

い
外
来
受
診
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
。

　
ま
た
、
負
担
金
割
合
に
つ
い
て
は
、

現
在
「
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
規
約
」

に
基
づ
き
平
均
割
25
％
、
人
口
割
75
％

の
算
出
基
準
で
菊
池
市
と
分
担
し
て
い

る
。
今
後
の
予
測
と
し
て
、
菊
池
市
の

人
口
減
、
合
志
市
の
人
口
増
に
よ
り
本

市
の
負
担
割
合
は
一
層
増
加
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
、
構

成
市
の
合
意
の
下
、
「
菊
池
養
生
園
保

健
組
合
規
約
」
に
基
づ
く
支
出
に
つ
い

て
算
出
基
準
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
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